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今、ふれあいの村では・・・

＜赤ちゃんからお年寄りまで、 みんなが先生です！＞

　８月　自然のたより

黄色いキノコ

ヤ マ ユ リ

　今年の梅雨は本当に雨ばかりでしたね。なかなか外に出

にくい日が続きましたが、村の生き物たちはどう過ごして

いるのでしょうか◆県花ヤマユリが今年も至る所で咲き誇

り、その存在感を示しています。花自体が大きい上、数が

多いので迫力があります。幼い頃に赤褐色の花粉が服につ

き、なかなか落ちなかったことを思い出しました◆事務所

窓のグリーンカーテンがそろそろ完成に近づきました。ゴ

ーヤの実も大きく育っています。やっぱりゴーヤチャンプ

ルーにすべきですかね◆駐車場周りの一角に、地面から白

くて細長いものがたくさん生えています。シロソウメンタ

ケという名前のキノコの一種です。そうか、そうめんでし

たか。私はもやしに見えました◆雨だろうが気にせずに咲

く花や、この時期が好きそうなキノコ、雨が降っていない

時を見計らって活動する虫たちなど、生き物の、天気に応

じた生き方を垣間見ることができました。

　

ツ
ユ
ク
サ
は
、
ア
サ
ガ
オ
な
ど
と
同
様
に
早
朝
に
咲
い
た
花
が
午
後
に
は
し

ぼ
ん
で
し
ま
う
一
日
花
で
す
。
朝
露
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
「
露
草
」
と
名

付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
花
び
ら
の
内
、
上
二
枚
は
青
紫
色
で
目
立
ち
ま
す

が
、
も
う
一
枚
下
に
透
明
に
近
い
色
で
小
さ
く
隠
れ
る
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　

薬
用
や
食
用
、
染
剤
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
他
に
、
古
く
か
ら
日
本
人
に

親
し
ま
れ
、
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。(

古
名
は
「
つ
き
く
さ(

月
草
・
鴨

頭
草)

」) 　
〝
は
か
な
さ
〞
の
象
徴
と
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

ゴーヤ

モンスズメバチオオシオカラトンボシロソウメンタケ

ヒメオウギスイセン

セミの抜け殻
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ふ
れ
あ
い
の
村
の
仲
間
た
ち

 

★フィールドワーク★ 野外を探検・調査・観察することを
　フィールドワークといいます。

　

ふ
れ
あ
い
広
場
で
く
ら
し
て
い
る

金
太
郎
と
仲
間
た
ち
。
し
ば
ら
く

外
へ
は
行
け
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

「
雨
、
雨
、
雨
、
ず
っ
と
雨
だ
よ
～
」

と
、
み
ん
な
で
な
げ
い
て
い
ま
す
。

す
る
と
、
金
太
郎
が
し
び
れ
を
き

ら
し
て
「
か
っ
ぱ
を
着
て
さ
ん
ぽ

に
行
こ
う
！
」
と
言
い
出
し
ま
し
た
。
み
ん
な
も
「行
こ
う
！

行
こ
う
！
」
と
金
太
郎
に
さ
ん
せ
い
し
て
、
雨
の
森
た
ん

け
ん
に
出
か
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

カ
ッ
パ
を
着
て
歩
き
な
が
ら
「
頭
に
ポ
ツ
ポ
ツ
雨
が
当

た
っ
た
り
、
長
ぐ
つ
で
お
も
い
っ
き
り
水
た
ま
り
に
入
る

の
も
雨
な
ら
で
は
で
楽
し
い
ね
！
」
と
も
り
あ
が
っ
て
い
る

と
、
足
元
で
何
か
が
よ
こ
歩
き
し
て
い
ま
す
。
見
て
み
る

と
、
ど
う
や
ら
カ
ニ
の
よ
う
で
す
。
金
太
郎
が
「
君
は
だ
れ

だ
い
？
」
と
聞
く
と
、
「
ぼ
く
は
サ
ワ　
カ
ニ
タ
ロ
ウ
。
海
で

は
な
く
川
や
沢
に
住
ん
で
い
る
サ
ワ
ガ
ニ
と
い
う
カ
ニ
だ

よ
。
雨
の
日
は
森
に
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
よ
」
と

お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。
「
へ
ぇ
～
、
森
の
カ
ニ
か
。
お
い
し

い
の
か
な
？
」
と
く
ま
す
け
が
言
う
と
、
カ
ニ
タ
ロ
ウ
く
ん
は

よ
こ
走
り
で
逃
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
せ
っ
か
く
カ
ニ
タ

ロ
ウ
く
ん
が
お
し
え
て
く
れ
た
の
に
な
ん
て
こ
と
言
う
ん

だ
！
」
と
く
ま
す
け
は
み
ん
な
に
お
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

雨
の
楽
し
み
方
や
、雨
な
ら
で
は
の
生
き
物
な
ど
を
知

り
、
雨
が
少
し
好
き
に
な
っ
た
金
太
郎
た
ち
で
し
た
。

夏の生き物代表

実  施  日）１０月１７ 日 (土)～１０月１８日(日)【１泊２日】　

会　　場）足柄ふれあいの村
対象・定員） 家族・親子　  　６０名
参  加  費） 中学生以上５,６００円　３歳以上～小学生３,６００
申込期間） ８月５日 (水)　～ ９月１１日 (金)

実  施  日）  １０月３日(土)【日帰り】　

会　　場）足柄ふれあいの村
対象・定員）  ３歳以上の未就学児とその保護者　　２５名
参  加  費）  大人(中学生以上 )  　　         ８００円
　　　　    ３歳以上～未就学児      ５００円 
申込期間）  ８月５日(水 )　～ ８月２８日 (金)

【イベントのご紹介】

　　被災時に役に立つキャンプのさまざまな技術。 家族

みんなで体験しながら、 楽しく学び、 いざという時に備

えましょう。

　　森を探検し、ふれあいの村ならではの自然遊びを通

して、子ども達の感性を育みます。親子で素敵な時間を

過ごしましょう。

「森の防災キャンプ」のご案内  「もりっこ③」のご案内

お問合せ・申込みは、足柄ふれあいの村へ電話（0465-72-2010）されるか、
『足柄ふれあいの村』のホームページにアクセスしてください。

※今後変更等がある可能性がありますので『足柄ふれあいの村』のホームページを随時ご確認ください。

沢

サワガニ

カ ブ ト ム シ

カナブン コクワガタ

　春は桜、 秋は紅葉やトンボ、 冬は･･･うーん、 枯れ葉ですかね。

日本にはそれぞれ四季を代表する自然の物があると思いますが、夏

の代表は何でしょうか？夏は生き物が多いので沢山思い浮かび、悩

みますね◆夏の代表といえばカブトムシを選ぶ人も多いのではない

でしょうか。私もカブトムシを思い浮かべました。昆虫のキングと言う声

もよく聞きますよね。今年の６月上旬、村の職員が家の畑から幼虫

を持ってきて育てました。 土を変えたり、与える水の量を考えたりし、

試行錯誤しながら飼育していると、 ７月上旬に羽化しました。立派な

角や堂々とした足取り、やっぱり雰囲気ありますね。キングというより

横綱というべきかもしれません。今回のカブトムシにより、生き物を

育てることはとても難しいことを改めて実感しました◆カブトムシと対

比されるのはクワガタですね。村内のクヌギやコナラに集まっていた

り、玄関の電灯に寄ってくる姿を稀に見ることができます。昨年はノ

コギリクワガタやミヤマクワガタを見た職員がいたのですが、今年は

コクワガタの情報しかありません。今後見ることができることを期待

します。 カブトムシやクワガタを見つけたら大人になってもテンション

が上がります。男の浪漫ですね。それは、この村の職員だけなので

しょうか？カナブンは頻繁に見かけるので、カブトムシやクワガタも

カナブンくらい増えてくれればいいのですが。 めずらしいからこそ、

見つけたときはうれしいのでしょう◆村を散策すると、 自分の中の代

表を見つけることができるかもしれません。
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